
（公財）神戸学生青年センター 

朝鮮史セミナー「朝鮮戦争と日本」 
 朝鮮戦争（1950年6月～1953年7月27日）は現在の朝鮮半島に大きく深刻な影

響を残しています。逆に日本は「朝鮮戦争特需」によって戦後の発展がもたらされた

という面があります。朝鮮戦争勃発から70年を迎えた今年、「朝鮮戦争と日本」を

テーマに西村秀樹さんを講師に迎え講演会を開きます。 

＜6/18開催予定のセミナーが延期となったものです＞ 

日 時：2020年10月30日（金）午後６時半～８時 

会 場：神戸学生青年センター TEL 078-851-2760 

テーマ：「朝鮮戦争と日本」 
講 師： 近畿大学人権問題研究所客員教授・西村秀樹さん 

参加費：６００円（事前申し込み不要、当日会場でおしはらいください） 
講師プロフィール：1975年毎日放送入社以来、平和と人権に深い関

心を持ち、日本軍性奴隷（いわゆる従軍慰安婦）で日本軍関与を示す

公文書をアメリカ国内で発見し内閣官房長官談話発表のきっかけを作

るニュースなどを放送、また北朝鮮に七年間抑留された日本人船員の

ドキュメンタリー番組などを制作されました。関西の新聞社や放送局

が加盟する関西マスコミ倫理懇談会の顧問や日本ペンクラブ会員など

の一員として活動されています。著書に、『北朝鮮抑留～第十八富士

山丸事件の真相』（岩波現代文庫）、『大阪で闘った朝鮮戦争～吹田

枚方事件の青春群像』（岩波書店）、『朝鮮戦争に「参戦」した日

本』（三一書房）などがあります。『現代の理論』20号（2019.8）

に「朝鮮戦争に日本は「参戦」した―深く重い歴史問題に真摯に向き

合い続けることが問われている」を執筆されています。 

主催：（公財）神戸学生青年センター 
〒657-0064 神戸市灘区山田町3-1-1 TEL 078-851-2760 FAX 078-821-5878 
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1. 飛田雄一『阪神淡路大震災、そのとき、外国人は？』本体価格410円＋税 

2. 強制動員真相究明ネットワーク・民族問題研究所編『日韓市民による世界遺産ガイドブック「明治

日本の産業革命遺産」と強制労働』500円＋税 

3. 竹内康人編著『戦時朝鮮人強制労働調査資料集 増補改訂版―連行先一覧・全国地図・死亡者名簿

―』2000円＋税 

4. 竹内康人編著『戦時朝鮮人強制労働調査資料集２―名簿・未払い金・動員数・遺骨・過去清算―』

1900円＋税 

※いずれも神戸学生青年センター出版部刊、希望者は本体価格を郵便振替＜00930-6-310874 神

戸・南京をむすぶ会＞でお送りください。送料当方負担でお送りします。 


